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2006 年

6月 1日（木） 

No.2985

�

デジタル・ガーデン、オープンハウス盛況

6月 1日から本格稼働を開始

　㈱デジタル・ガーデンは 5月 30～ 31 日の 2日間、オープンハウスを開催。広告会社、制作会

社など多数の参加者で盛況となった。これにより同社では全ての編集室・MAルームが完成し、6

月 1日から本格稼働を開始する。

　デジタル・ガーデンはこれまでの品川区大崎から、外苑西通り／天現寺橋交差点の至近、慶應義

塾幼稚舎隣となる広尾 SKビル 3階の 1フロア／約 170 坪に新拠点を構え、外部貸し出しを行う

ポストプロダクションとして、編集室× 6室、MAルーム× 1室、CGI ルーム 1室、ミーティン

グルーム× 2室、オフィスという構成で始動する。

　6編集室の内訳は Inferno × 1 室、Flame × 3室、Final Cut Pro × 2 室。編集室の呼称は、1:

Mono（Inferno）/2:Di（Flame）/3:Tri（Flame）/4:Tetra（Flame）/5:Penta（Final Cut Pro）

/6:Hexa（Final Cut Pro）と数字のギリシャ語標記としたほか、会議室には “ミーティングとはス

タッフ同士のセッション” といった意味合いで、Solo/Duo と音楽用語を採用している。

　Inferno および Flame は、これまでの IRIX プラットフォームから Linux 版にアップグレー

2008 年

6月 23日（月） 

No.3192

�

デジタル・ガーデン

Flameを増設＝ Flame× 4室／ Inferno × 1室体制に
全室で最新バージョン 2009 の対応開始

　㈱デジタル・ガーデンはコンポジット／ VFX 機能の強化を目的

として Autodesk Flame on Linux の増設を行った。これまでユー

ティリティスペースとして運用していた旧Mac room「Erti」のシ

ステムを入れ替え Flame を導入し、新たに Composite room「Erti」

として 6 月 23 日から稼働を開始

する。これにより同社の Autodesk

編集室は、Flame が 4室／ Inferno

が 1 室の計 5 室となるとともに、

全室でソフトウェアの最新バージ

ョンとなる「Flame 2009」「Inferno 

2009」の運用を開始した。

　新編集室「Erti」は Flame とともに、バックグラウンド I/O ソリューション「Backdraft 

Conform」を導入し、編集の仕込み作業や素材のコンフォーム作業などが行える。常務取締役の

足立晋一氏は〈Erti では、立ち会いのないコンポジット作業を前提として、本編集前の仕込み作業

などに活用していく予定です。効率の良いワークフローを提供していくことで、ユーザーの皆さん

にとっては、よりコストパフォーマンスの高い利用が可能になると考えています〉とする。なお、

最新の Linux プラットフォームは編集室「Di」（写真下）に設置している。

　これにより、同社の編集室は 7室構成となった

もので、7編集室の内訳は Inferno × 1 室（編集

室名「Mono」）、Flame × 4室（編集室名「Di」「Tri」

「Tetra」「Erti」）、Final Cut Pro × 2室（編集室名

「Penta」「Hexa」）で、MAルーム「Una」および

CGI ルームの「Cis」を加えたポストプロダクショ

ン体制となっている。足立氏は〈デジタル・ガー

デンが現在の広尾に移転して丸 2年が経過しまし

4 室目の Flame 編集室となった「Erti」

2009 年

6月 25日（木） 

No.3293

�

　デジタル・ガーデン、Flame編集室「Cis」をオープン
新拠点「サテライト」を開設し、CGI Dept. を移転

　日米間の「Remote Session」も実績拡大
来日中のMichael Bay 監督（映画「Transformers」）が Remote Telecine

　㈱デジタル・ガーデン（松本洋一社長）はこ

のほど、ポストプロダクション機能の拡充を目

的として新拠点「サテライト」を開設した。サ

テライトには CGI Dept. および管理部門が移転

するとともに、CGI Dept. の空きスペースには

Flame 編集室「Cis」（写真）をオープンし、稼

働を開始した。また、2008 年秋に行った米国

の DI ポストプロダクション「Company3」お

よび VFX ポストプロダクション「Method」

との 3年間にわたる業務提携の独占契約も順調に推移。米国の両社とデジタル・ガーデンを繋ぐ

“Remote Telecine” などを可能とする「Remote Session」サービスで実績を拡大している。6月

初旬には、映画「Transformers：Revenge of the Fallen」のワールドプレミア（6月 8 日）の

ため来日していたMichael Bay 監督が「Remote Session」を活用し、デジタル・ガーデンと

Company3を結んで、同映画のトレーラー／CM作品のカラーグレーディングセッションを行った。 

Flame 編集室「Cis」オープン／新拠点「サテライト」開設

　同社ではポストプロダクション機能の拡充を目的に、Flame 編集室「Cis」をオープンした。同

編集室は、これまで編集の仕込み作業や素材のコンフォー

ム作業などに使用していた Composite room の Flame を

移設したもの。常務取締役の足立晋一氏は〈Composite 

roomは本編集前の仕込み作業などに活用していましたが、

編集業務の拡大とともにその需要に対応して、立ち合いが

可能な編集室として改めてオープンしました。デジタル・

ガーデンが広尾に移転して丸 3年が経過しましたが、お陰

さまで順調に稼働しており、CGI Dept. の移転など新拠点

のオープンは、将来的な拡張や業務展開を考慮したもので

す〉という。
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2010 年

8月 9日（月） 

No.3406

デジタル・ガーデン、増床の 2階フロアが完成

4 編集室／ 1MAルーム等を増設

　㈱デジタル・ガーデンはこのほど、本社およびスタジオ機能のある広尾 SKビル 3階に加え、新

たに 4編集室／ 1MAルーム等を新設した 2階フロアを増設し、5日から本格稼働を開始した。

　増設した 2階フロアには、Autodesk Flame 導入の編集室「Bay-202」「Bay-203」、Autodesk 

Smoke For Mac OS X ＋ Apple Final Cut Studio（FCS）導入の編集室「Bay-201」「Bay-204」

の 4 編集室、コンポジティングビジュアルエフェクトデザイン ツールの Flare × 2 式および

FCS を導入したプリ編集室「Lab-231」、コンソールに Euphonix S5 Fusion、DAWに steinberg 

NUENDO 5 および Digidesign Pro Tools を導入したMAルーム「Audio Suite-211」のほか、ミ

ーティングルーム「Conference-221」「Conference-222」、ロビー／マシンルーム／スタッフルー

ムを新設した。

Smoke/FCS「Bay-20�」 Flame「Bay-20�」

Flame「Bay-203」 Smoke/FCS「Bay-204」

�

2011 年

4月 7日（木） 

No.3472

デジタル・ガーデン

新社長 足立晋一氏、インタビュー
“人材” と “人のつながり” が重要

リモートテレシネや VFXの連携など海外ネットワークを強化

　㈱デジタル・ガーデンは 4月 1日、新体制をスタート

させた。新しい代表取締役社長に就任したのは前 常務取

締役の足立晋一氏（47 歳）。㈱葵プロモーションの CGI

／ポストプロダクション部門として 1998 年 5月に設立

された同社では、原仁氏、松本洋一氏に次ぐ、3代目の

代表取締役社長となるが、若き新社長は同社プロパーで

あり、Inferno/Flame エディターの出身でもある。メデ

ィアの変化やコミュニケーションの多様化など、ポスト

プロダクションを取り巻く環境が大きく変わってきてい

る現状で、〈ポストプロダクションとして最も重要なのは

“人材” であり、当社を利用していただくお客さまを含め

た “人のつながり” だと考えています〉とする足立新社

長に聞いた。

◆増床から 8ヶ月が経過／今が変化の時

－－足立氏は 1964 年生まれの 47 歳。テレビテクニカ、ビジョンユニバースを経て、1998 年 5

月のデジタル・ガーデン設立に参画。Inferno/Flame などを担当するビジュアルスーパーバイザー

を経て、2008 年に常務取締役、2011 年 4月 1日付で代表取締役社長に就任した。

　足立社長：Inferno/Fire 編集室× 1室と CGI で葵プロモーションのハウススタジオとして、品川

区大崎で業務を開始したのが 1998 年。現在の広尾 SK ビル 3階の 1フロアを新拠点として、外部

貸し出しを行うポストプロダクションとしてスタートしたのが 2006 年 6 月です。この 4月からが

14 期目となりますが、東北地方太平洋沖地震の影響や、夏以降の計画停電の実施予定など、厳し

いスタートとなったのは事実かも知れません。しかしながら、早い復興を願い、立ち止まらずに歯

を食いしばって、前を向いて行こうとする皆さんとともに、デジタル・ガーデンも頑張っていこう

と考えています。

㈱デジタル・ガーデン
代表取締役社長　足立晋一氏

2012 年

9月 17日（月） 

No.3616

�

デジタル・ガーデン

カラーグレーディング業務に参入
DaVinci Resolve 導入、Smoke/FCP も連動
9月 20・21 日（15:00 ～ 20:00）に披露会

　㈱デジタル・ガーデンはこのほど、同社 2階の「Bay204」編集室を

全面改修し、ブラックマジックデザインのノンリニアカラーグレーディ

ングシステム「DaVinci Resolve」を導入、新たにカラーグレーディング

対応の部屋として 10 月 1日から本格稼働を開始する。同室は従来通り、

Autodesk Smoke for Macおよび 

Apple Final Cut Pro（FCP） に

よるオンライン／オフライン編

集も可能となっており、編集

室名も「Bay204：HYBRID VISUAL BAY」とする。同

社では、米・サンタモニカの DI ポストプロダクション

「Company3」と Remote Telecine サービスを展開して

きたが、独自のカラーグレーディング業務としては今回

が初参入となる。同室の業務は、リードコンポジターの

二神真一氏を中心に 4人のチームで担当するが、今後、

Company3 からカラーリストを招聘する方向という。な

お、9 月 20・21 日（15:00 ～ 20:00）には、"HYBRID 

VISUAL BAY 披露会 " を開催する。

グレーディングからフィニッシングまで一気通貫の対応

　代表取締役社長の足立晋一氏は〈HYBRID VISUAL BAY は、本格的なグレーディングルームで

ありながら編集システムとして Smoke/FCP も使用でき、一部屋で全ての作業を完結することが可

能なハイブリッドな部屋になっています。今回、デジタル・ガーデンとしても、グレーディングか

らフィニッシングまで一気通貫で対応できる体制が整いました。ファイルベースのワークフローに

もこれまで以上に柔軟な対応が可能になったと考えています〉とする。

　リードコンポジターの二神真一氏は〈グレーディング作業は、これまでの " テレシネ後のオー

ルフッテージ "から " オフライン後のリミテッドフッテージ "というように、そのフローも変化し

2013 年

1月 28日（月） 

No.3652

�

デジタル・ガーデン

Company 3 との連携強化
カラリスト Brandon Chavez 氏がサービス開始

提携強化でロサンゼルス責任者の Thatcher Peterson 氏も来日

　㈱デジタル・ガーデンはこのほど、米国のDI ポストプロダクションである Company 3 との連

携を一層強化することを発表した。両社では、リモートセッションサービス「Remote Telecine」

を 2008 年秋から開始するなど業務提携を行ってきたが、今回、より連携を強化することで合意し

た。具体的には、デジタル・ガーデンが Company 3 のカラリストを招聘。2013 年 1月から 3ヶ

月間の予定で、Brandon Chavez 氏が、

専任のカラリストとしてグレーディン

グ業務を開始した。なお、同氏の帰国

以降も順次、カラリストが着任する予

定だ。デジタル・ガーデンでは他社と

の差別化として海外テイストのあるク

オリティの高いグレーディングサービ

スを提供していく一方、Company 3

ではより多くのカラリストを日本市場

に紹介し、Remote Telecine サービス

を強化していく狙いがある。

日本のクライアントと良いリレーションシップを

　両社の連携強化を目的として来日した Company 3（Los Angeles）Head of Production の

Thatcher Peterson 氏は、カラリストの定期的な派遣について〈3ヶ月という期間ではありますが、

当社のカラリストと直接業務を進めていただくことで、日本のクライアントと良いリレーションシ

ップが築けることを望んでいます。3ヶ月という期間は短期すぎるという意見があるかもしれませ

んが、そのカラリストのクリエイティビティが気に入っていただけたのであれば、以降は Remote 

Telecine で対応することも可能です。当社では優秀なカラリストを多数擁しており、派遣期間を 

3 ヶ月とすることで、現状ではより多くの人材を日本国内に紹介したいと考えています。第 1弾の

専任カラリストとして Brandon Chavez が着任しましたが、デジタル・ガーデンでのグレーディ

ングルーム増設など様々な可能性があり、今後の展開を非常に楽しみにしています〉とする。

左から Brandon Chavez 氏、足立晋一氏、Thatcher Peterson 氏

2013 年

9月 16日（月） 

No.3715

�

デジタル・ガーデン

新拠点「DIGITAL GARDEN PLAZA」オープン
9月 26・27 日にオープンハウス

　㈱デジタル・ガーデンは 10 月、東京・広尾の本社至近に新拠点「DIGITAL GARDEN PLAZA」

をオープンする。9 月 26・27 日（18:00 ～ 20:00）にはオープンハウスの開催を予定してお

り、オープンを目前に控え、その最終準備が着々と進められている。新拠点「DIGITAL GARDEN 

PLAZA」には、オンライン編集室× 3室／オフライン編集室× 6室／サウンドデザインスタジオ

の新設とともに、CGI Dept. や管理部門が拠点としていたサテライトを移転・統合するもの。これ

に伴い、本社のポストプロダクション機能についてもリニューアルを実施する。既報のとおり同

社では、10 日に第三者割当増資を行い、資本金をこれまでの

6000 万円から 3億円に増資し、新拠点のオープンなど業務を拡

張する。なお、増資にあたっては㈱ IMAGICA が第三者割当増資

を引き受けて 20％出資しているが、新拠点は単独の事業となる。

340 坪の � フロアに 9 編集室オープン、CGI Dept. も再統合

　「DIGITAL GARDEN PLAZA」は、東京メトロ・広尾駅から徒

歩 1分、明治屋広尾ストアやブティック・雑貨店・レストラン

などが入居した複合ビル・広尾プラザ（写真→）7階 ワンフロ

アにオープン。延床面積は約 340 坪と、本社ビル（広尾 SKビル）

の 3階（約 180 坪）／ 2階（約 120 坪）を合わせた面積より

「DIGITAL GARDEN PLAZA」は現在、オープンハウスに向け、工事が進んでい
る（撮影：9 月 �2 日）。各編集室は全て外光を採り入れた明るい室内になる

2015 年

10 月 22 日（木）

No.3926

�

デジタル・ガーデン
「Digital Shooting Division」が本格稼働
ALEXA SXT/ALEXA MINI ほか各種レンズを導入

本社ビルを増床し編集室等も増設

　㈱デジタル・ガーデン（DGI）はこのほど、各種デジタルシネマカメラ／レンズを装備し、DIT

など技術者を有した「Digital Shooting Division」を新設した。これにより同社では、撮影から仕

上げまで一貫した総合ポストプロダクション業務を展開していく。また、東京・広尾の本社（広

尾 SKビル）を増床し、Digital Shooting Division の機材室、オンライン編集室× 2室などを新設。

10月 2日には内覧会を開催し、盛況となった。今回の増床により、同社のポストプロダクション

機能はDIGITAL GARDEN PLAZA との 2拠点を合わせて、現状でオンライン編集室× 13 室、グ

レーディングルーム× 2室、オフライン編集室× 6室、Audio Suite × 2 室および Sound Design 

Studio、「VCD Dept.」「Digital Shooting Division」という構成となった。さらに、本社ビルでは

Audio Suite の増設工事中で、11月には 3室体制となる予定だ。

Digital Shooting Division 新設、デジタルワークフロー確立

　新設する「Digital Shooting Division」では、撮影技術の

㈲ユニファイと業務提携し、多くの CMで撮影監督を務め

ている深江岳彦氏がカメラマン 兼 アドバイザーとして就任

するほか、8月には専属のDIT（Digital Imaging Technician）として佐々木辰雄氏、10月にはビ

ジネスマネージャーとして白崎達彦氏が入社した。

　撮影機材として、ARRI「ALEXA SXT」および「ALEXA MINI」を導入すべく発注を完了して

いるほか、「RED DRAGON」× 2台も運用する。さらに、レンズ群として、ARRI/ZEISS Master 

Prime、ARRI/ZEISS Master Anamorphic、ARRI/ZEISS Master Anamorphic Flare set、ARRI/

盛況となった �0 月 2 日の内覧会はカメララインアップが注目を集めた

この 10年間のデジタル･ガーデン記事の一部


